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研究成果の概要（和文）：脈管構造を透見できない肝臓の切除における、肝離断ラインのナビゲーションシステムを構
築することを目的に、術前CT画像における脈管構造を、デジタルカメラ等で普及している顔認識機能応用して、術中超
音波画像にリアルタイムでプロットするシステム開発に取り組んだ。CTと超音波画像の画質の違い、超音波探触子を肝
表面にあてる角度などの問題でリアルタイムプロットの実現には至らず、形態認識の精度を改善させることを当面の課
題とし、今後の研究につなげていく予定である。

研究成果の概要（英文）：We aimed to develop a navigation system for hepatectomy that guides the intrahepat
ic vascular anatomy on ultrasonography images. By applying the camera with face recognition function, we t
ry to develop a system that plot the lines of hepatic parenchymal dissection planned by preoperative CT im
ages on intraoperative ultrasonography. The complete difference in the quality of images between the ultra
sonography and CT, and issues on the angles of putting ultrasonography probe precluded the accurate recogn
ition by ultrasonography of corresponding vascular structures on CT at real time. To improve the quality o
f shape or morphology recognition system was suggested to be an issue of first priority in our future stud
y.
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１．研究開始当初の背景 
三次元的な脈管解剖に基づいた切除を行う
肝の手術において、術前の 3 次元画像構築を
もとに手術をシミュレーションするソフト
は普及したが、術野で dynamic に授動され可
塑性のある肝を３次元で正確にナビゲーシ
ョンする手法は未だ確立されていない 
 
２．研究の目的 
肝シミュレーション技術を応用し、今後発展
が期待される鏡視下手術、ロボット手術の安
全性確保を目的に術中ナビゲーションシス
テムの構築を目指した基礎的研究を行う 
 
３．研究の方法 
第一段階として、術中エコーを用いて肝内構
造の、術中、肝受動や挙上に伴う動的変化を
解析し、術前 CT 画像との乖離の程度を評価
する。次に、肝の術中の変形を加味したナビ
ゲーションの手法を検討し、術野において、
肝表面から肝内脈管が 3次元的に透見できる
特殊眼鏡なるもの、あるいは、術中エコー画
像上に術前 CT から切除をシミュレーション
したイメージを重ね合わせる手法を開発す
る。 
 
４．研究成果 
術中の門脈色素注入による肝区域、亜区域の
肝表面積の定量化より、術前シミュレーショ
ンによる切除範囲の評価はおおむね正確で
あることを確認した。肝切除における、リア
ルタイムでのナビゲーションには、術前画像
における肝離断シミュレーションのライン、
または面を、術中超音波画像ないし特殊眼鏡
上にプロットさせることが必要であった。し
かし、術前 CT で認識される脈管構造を超音
波画像で描出される脈管と対応させる技術
を確立させることができなかった。CT画像と
超音波画像という全く画質の異なる画像を
対比させるためには、カメラの形態認識機能
をさらに向上させることが最優先課題とな
り、今後の研究課題としている。 
本来の目的は当初の計画通りには完遂でき
なかったが、集積したデータをもとに、肝外
科的脈管解剖に関する知見が多く得られ、下
記のごとく、各種学会、および論文での発表
を行った。 
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